
 

すもうのうんちく 

相撲博物館への手紙・相撲博物館からの手紙         
  ２０１７年。大相撲九州場所がちょうどその時にやっていたので、相撲中継を観てくる宿題を出し

ました。そして、見ていてわかったこと、不思議に思ったことなどを発表してもらいました。 

  さすが、２年生です。そぼくな疑問がおもしろいです。 

わかったこと 

「土俵は高いところにあった」「座席が階段のようになっていて、後ろの人が見やすいようになって

いた」「太っている人ばっかりだと思ったけど、やせている人もいた」「体が大きいからと言って勝て

るとはきまっていないことがわかった」「日本人だけじゃなく、ブラジル、モンゴル、ジョージアなどい

ろいろな国の人がいた」 

不思議に思ったこと 

「はだかで寒くないのか？」「はだかではずかしくな

いのか？」「体の大きい人と小さい人が対戦するの

に文句を言わないのか」「どうしてちょんまげをして

るの？」「まわしの色はどうやってきまるのか？」「お

すもうさんのおなかのまわりのまわしのよこについて

いるひもはなにか？」「おすもうさんは、ぶつかり合っ

てけがはしないのか？」「すもうが終わった後に、勝

った人が何のふくろをもらっているのか？」 

  先生が答えられる質問に対しては、答えました

が、それでも、分からないことがあったので、相撲博

物館に質問を書いた手紙を出して、聞くことにしま

した。すると、２週間ぐらいして、返事がきました。そこ

には、質問の答えと、写真資料が入っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  授業が終わった後、授業の感想と質問に対してのお礼の返事を書きました。先生は東京に行く

用事があったので、返事を書いてくださった長瀨さんという方に、お礼の手紙を渡しました。 



 

 

 

 

 

 


